











A sample of the BGT group of Kobayashi's system is composed of 87 children (boys N=48 , girls N=39) aged 
from 3years 2months old to 18 years 9 months old (table 2 ) in the hospitals. The mean of the Kobayashi's system 
score of the BGT of the 48 boys is 3.41 point (SD 2.82) in the hospitals. The mean of the Kobayashi's system score 
of the BGT of the 39 girls is 3.56 point (SD2.82) in the hospitals. There is no statically significant difference in the 
Kobayashi's system score of the BGT of boys and girls (χ²=0.30 df=1 p＞0.05). The data of the Kobayashi's 
system of the BGT score of the normal children(N=17) is revealed increasing curve like as the development of the 
normal children's increasing curve (table 7) in the hospitals. There is -0.62 point of Pearson’s correlation coefficient 
between of the Kobayashi's system score of the BGT and Pascal& & Suttell's the Bender Gestalt Test system score 
(table 8 ) in the hospitals. The practical utility of the Kobayashi's system of the BGT of the children is proved to be 
right in the hospitals. 
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者の作画も判定できるように Z 得点の上限(100 点)の






























































































































患者は 3527 名である。患者の年齢は 2 歳～93 歳であ
る。私が心理面接した患者 3527 名の中で 19 歳未満の
全てのこどもの「BGT検査」の記録の数は87名である。







































































題行動」n=26 である（出現率 29.88％）(表 4)。「脳
器質性問題行動」n=26のこどもの診断について具体的
に上げると、頭部外傷n=１、脳萎縮n=１(図4)、脳外
傷 n=１、脳梗塞 n=１、脳挫傷 n=7、脳脊髄膜炎 n=1、





























































知能検査の IQ データがある子ども n=72 の知能指数
intelligence quotientについて調査した(表6)。知能
検査の IQ データがある子ども n=72 の IQ は IQ 平均
94.37である（SD38.89）。知能検査のデータがある子





















n=6 は IQ 平均 111.66（SD 23.33）で生活年齢の平均
はＣＡ5.15歳（SD 1.41）である(図1)。 
「小学校低学年児童」の場合は、知能検査のデータ





























本研究のこども n=87 の精神年齢 mental age につい
て調査した（表 6）。本研究で精神年齢ＭＡデータが























「2中病」(図 1) (図 4)･「1 重病」などの5段階であ
る。「BGT 小林法」の 5 段階判定の判定について調査
した(表 2)。調査の結果こども全体 n=87 の「BGT 小林







































































p＞0.05）。男子 n=48 の年齢平均は 13.40 歳である
（SD9.25）(図4)。女子n=39の年齢平均は12.17歳で
ある（SD11.01）(図1・図2・図3)。本研究n=87の男
女の年齢差は 0.87 歳である。本研究のこども n=87 の
年齢平均は12.85歳である（SD10.78）。 
本研究のこどもn=87の「BGT小林法の判定」の平均
は、3.48 で「軽病」（SD2.82）である。男子 n=48 の
「BGT 小林法の判定」の平均は 3.41 点で、「軽病」
（SD2.82）である。女子n=39の「BGT小林法の判定」
の平均は3.56点で「軽病」（SD2.82）である。有意な
男女差ではない（χ²=0.30 df=1 p＞0.05）。 





ＭＡ11.80 歳（約 11 歳 10 月）である（SD0.91）。知
能検査のデータがあるこども n=72 の精神年齢につい
て、有意な男女差はない（χ²=3.04 df=1 p＞0.05）。 
本研究のこどもの人数の「男女差」について「年齢
別」に調査した。「幼児」n=７の人数について有意な















ある（男女比 1:0.13  CR= 3.92 P＜0.0１）。本研
究の女子n=39で一番多い診断は「ノーマル」n= 17で



































常」（a 印象 4 点。b 枚数 4 点。c 発達 4 点。d
署名4点）。 
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